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D 名古屋大学年代測定総合研究セ ンター，2）高エ ネルギー加速器研究機構

〈は じめに 〉

　村松白根遺跡は ， 高エ ネルギー
加速器研究機構 （KEK） と日本原子力研究開発機構 （JAEA） に よ る大

強度陽子加速器計画 （1−PARC： Japan　Proton　Accelerator　Research　Complex） にお ける施設建設 にと

もな っ て発見され た遺跡で ある，茨城県那珂郡東海村原子力科学研究所の 敷地内に位置する こ の 遺跡か

ら は
， 中世後半以降の 釜屋跡 ・鹹水槽な どの 大規模な揚浜式製塩跡 と，それに ともなう建物跡 ・畝状遺

構 ・土壙墓な どの 集落跡が検出されて い る．こ の ような揚浜式 の製塩遺跡は，沢田遺跡 ・長砂渚遺跡な

ど
， 東海村 の 南に位置する ひた ちなか 市で も発見 されてお り，中世後半に，東海村か らひたちなか 市に

かか る 海岸地域で 製塩が行なわれ て い たこ と考え られて い る ．また，こ の 地域で組織的な製塩が行われ

て い た こ と を記 し た文書 （東海村村松虚空蔵堂所蔵文書）の 存在も知 られ て い る．

　本研究で は ，村松 白根遺跡 の 使用 され て い た時期を明 らか にする こ とを 目的と し，出土 した遺物 につ

い て ， 加速器質量分析法 （AMS： Accelerator　Mass　 Spectrometry）による
14C

年代測定を行 っ た．シ ン

ポジウム （第 19 回名古屋大学年代測定総合研究セ ン ターシ ンポジウム）では，その 年代測定の 結果 を

も とに，前掲の 揚 げ浜式製塩遺跡 と，東海村村松虚空蔵堂所蔵文書，さらに，こ の海岸地域に伝わる千々

乱風伝説と の 関連 につ い て 発表 した．本報は，その 要旨で ある．

〈測定資料〉

　測定に 供 した資料 は表 1に示 した とお り，ワ ラ状炭化物 1点 ・木炭 1 点 ・炭化材 2点，また ，内耳土

器 に 付着 した炭化物 2 点の 計 6点で ある，なお ，第 2 号製塩跡出土 の ワ ラ状炭化物 （No．1）は ，炭化材

（No．3）の周囲よ り出土 したも の で ある．

表 1 ．測定資料

資料 No， 出土遺構 種類 備考

1234562 区 ， 第 2号製塩跡釜屋 （SH2）

2 区 ， 第 2 号製塩跡釜屋 （SH2）

2 区 ， 第 2 号製塩跡釜屋 （SH2）

2 区 ， 第 2 号製塩跡釜屋 （SH2）北側

2 区 ， 第 37号建物跡

1 区 ， 第 49 号整地面

ワ ラ状炭化物

木炭

炭化材

炭化材

内耳土器付着炭化物

内耳土器付着炭化物

No，3炭化材の 周囲よ り出土

年輪の 最外部付近 よ り採取

年輪の 最外部付近 よ り採取

外面， 胴部よ り採取

外面 ， 口縁
一
胴 上 半部よ り採取
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〈
14C

年代測定〉

　試料調製法の概略 を以下に述 べ る ．まず蒸留水中で の超音波洗浄を行 っ た後 ， 60−70℃に加温し，L2N

HCI・1．2N　NaOH　・1．2N　HCI の順で試料 を洗浄 した．蒸留水によ る洗浄の 後，真空デシケ
ー

タ
ー中で試料

を乾燥させ た．これ を，700−900mg の CuO と ともにガ ラ ス （Vycor）管 内に封入 し ， 加熱 （850℃，2h）する こ

とで，CO2に変換 した．ガラス 管内の 気体 を真空 ラインに導入 し ，
エ タ ノ

ー
ル

・n一ペ ン タン
・液体窒素

な どの冷媒 を用い て CO2の 精製 を行 っ た ．次い で ，鉄触媒を用 いた水素還元に よ っ て COzか らグラ フ ァ

イ トを調製 した （650℃ ，6h以上）、

　得 られたグラ フ ァ イ トに つ い て ，名古屋大学年代測定総合研究センタ
ータンデ トロ ン加速器質量分析

計 （オラ ンダ，High　Voltage　Engineering　Europe社製）によ っ て
14C

年代 を測定 した．測定は三度行 っ

た．同位体分別効果の 補正 には，加速器質量分析計によ っ て 測定され た
13C ／且ZC 比を用 い た．また，較

正 曲線 INTCAL98（Stuiver　etaL ，1998）によ っ て ，
14C

年代を暦年代へ 換算 した．得 られた結果 を表 2 ，

図 1 に示 した．14C
年代お よび較正年代の 測定誤差には ， 1 σ を付 した．また，平均値 に つ い て は 2 σ

の 結果 もあわせ て 記載 した．なお本報で は ，
14C

年代の 中央値 を較正 した結果 を（）の 内側 に，　
nC

年代

の 誤差の 両限を較正 した値を （）の 外側に示 した．

第 2号製塩跡

　 釜 屋 （SH2）

第 37 号建物跡

第 49 号整地 面

｛
ワ ラ状 炭化物 （Ne．1 ）

木炭　　　　 （No，2）

炭化材　　　 （No．3）

　（北側 〉炭化 材 （NQ．4 ）

内耳土器　　 （No．5 ＞

内 耳土器 　　　（No．6 ）
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較 正年代 ［cal 　AD］

　図 1 ．村松 白根遺跡出土遺物 の較正 年代

（実線は 1 σ ， 破線は 2 σ の誤差範囲を示す）
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表 2 ．測定結果

資料 No，（測定回数）
14C

年代 ［BP］ 較正 年代 ［cal　 AD］

1 （D

（2）

（3）

282± 29

304± 30

325±32

153001546 ，　1634（1642）1651

1521（1533，1539）1587，　1625（1636）1644

1492（1524，1562）1602，　1611（1629）1639

av ．± 1 σ

　　　± 2 σ

304± 18

　　　± 35

1525（1534，1538）1559，　1630（弖636）1641

1519（1534，1538）1594，　1622（1636）1646

2 （1）

（2）

（3）

352± 29

317± 32

309± 32

1480（1495，1497，1514）1525，　1559（1600，1615）1630

1516（1527，1553）1599，　1616（1632）1641

1518（1531，1544）1595，　1621（1635）1643

av，± 1 σ

　　　± 2 σ

326± 18

　　　± 36

1517（1523）1532，　1542（1563）1597，　1619（1628）1635

1489（1523，
1563）1605，　1606（1628）1640

3 （1）

（2）

（3）

329± 28

299± 31

337± 32

1492（1523，1568）1602，　1611（i627）1637

152201575 ，　1627（1638）1646

1486（1520）1533，　1539（1589，1624）1636

av，± 1 σ

　　　± 2 σ

321± 17

　　　± 35

1519（1525）1534，　1537（1558）1593，　1622（1630）1637

1491（1525， 1558）1602，　1610（1630）1641

4 （D

（2）

（3）

385± 28

402± 37

373± 31

1451（1479）1493，

1442（1466）1489，

1454（1484）1518，

160弖（）1612

160401607

1595（）1621

av．± 1 σ

　　　± 2 σ

387± 19

　　　± 37

1453（1478）1489，　160401606

1445（1478）1517，　159701618

5 （1）

（2）

（3）

396± 30

344± 26

393± 38

1445（1472）1489，

1485（1518）1527，

1444（1475）1494，

1604（）1607

1553（1596，1620）1632

1504（）蓋506，　1600（）互613

av ．± 1 σ

　　　± 2 σ

377± 18

　　　± 37

1471（1482）1492，　160201611

1449（1482）1520，　159001624

6 （1）

（2）

（3）

317± 30

294± 29

331± 31

1516（1527，1554）1598，　1618（1632）1640

1524（）1561，　1629（1639）1647

1489（1522，1577）1604，　1607（1626）1638

av．± 1 σ

　　　± 2 σ

314± 17

　　　± 35

1521（1528，1550）1581，　1626（1633）1638

1515（1528，1550）1599，　1616（1633）1643
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〈考察〉

　 村松白根遺跡第 2 区第 2 号製塩跡 の釜屋 （SH2）よ り出土 した遺物 （資料 No．レ 3）の 較正年代は，16世紀

か ら 17 世紀前半にかけて の 値 を示 して い る．

　 特 に，資料 No．1 は生育期間の 短 い植物の 炭化物で あ り，そ の較正年代は釜屋 の使用 されて い た時期

を示す も の と考え られる．すなわち ， 16世紀か ら 17世紀前半，そ の な か で も特に 1520〜1560年頃もし

くは 1630〜1640年頃に は使用 されて い た 可能性が高い と結論付ける こ とがで きる ．こ の結果に対 して，

同釜屋 よ り出土 した木炭 ・炭化材 も誤差内で 資料 No．1 と
一

致する較正年代を示 して い る，但 し，

一般

に，樹木片や炭化物な どの 木製資料 に っ いて 得られた較正 年代は，それ が歴史の 中で何 らかの 役割 を持

っ た道具 として使用された年代よ りも古い値を示す．すな わち，測定に供された資料が木材の 心材部で

あれ ば，そ の
14C

年代は伐採年代よ りも古い年代を示す こ とになる の で ある．い わ ゆる old 　wood 　effect

とよ ばれ る現象で ある （Oda　 et　uL ， 2004）．そ れゆえ ， 資料 No．2，3の 較正年代 は，厳密には木炭や材

が 利用 された年代 を直接示す もので はない．しか し ， これ らは，確認された年輪 の 最外部付近より採取

された試料で あ り，廃材などで はな い 限 り old 　wo 。d　effect による年代の ずれは大き くとも数十年程度

と考え られる ため，資料 No．1の 測定結果 を支持す る も の で ある と い っ て よ い で あろ う，

　 資料 No．5，6 は ， 内耳土器に付着 していた煤で あ り，煮炊 き の燃料由来の 炭化物で ある．煮炊きには

生育期間の 短い 木の 枝などが主 に用 い られた とす ると，こ の 較正 年代はそれぞれの 土器が使用 された年

代を示 して い る もの と考える ことがで きる．資料 No．6の 付着炭化物 には釜屋 （SH2）出土資料と同時期の

較正 年代が得 られて お り，16世紀前半か ら 17世 紀には こ の 遺跡が使用 され て い た こ とを示 して い る．

　釜屋 の 北側よ り出土 した炭化材 （資料 No．4）は 15世紀後半 も しくは 17世紀初頭 と い う較正年代 を示 し

て い る．old　wood 　effect を考慮する と ， この木材は釜屋 （SH2）の 使用 され て い た年代 と同時期か もしく

は少し以前の も の で ある こ とになる．また ， 土器付着炭化物 （資料 No．5）の 較正 年代が こ の 炭化材 と一致

して い る こ とか ら，おそ らく 15 世紀後半 に は村松白根遺跡の使用が 開始 され て い た と考 える こ とがで

き る．

　東海村の 村松 ・照沼，ひ たちなか 市の 長砂 ・馬渡 ・阿字ヶ浦 とい っ た地域には，「千々 乱風 （チヂラ

ン プウ）」 とい う大風に まつ わ る伝説 が残 っ て い る．こ れ によれ ば，か つ て こ の 地域 の 海岸線沿 い に大

塚村 ・二 亦村 ・青塚村 と い う三 っ の 村が あ っ た．と こ ろが ，元 和 二 （1616）年 （も しくは元和三年）の秋，

8 月 19 日か ら北東の 大風が吹き始 めた。この風 は 75 日間 にわ た っ て 吹き続 け，家屋 は倒壊 し，村々 は

砂に埋め られ て しま っ た．その ため，人 々 は 三 つ の村を離れ て ， 前浜 （現阿字ヶ 浦）・馬渡 ・横道坪 （現

長砂）へ 移 り住ん だ と伝え られて い る ．

　 この伝説には，風の 規模や期間など， 後世に付け加え られた部分が あるが，か つ て こ の 地が大風によ

る砂の 害 に悩ま されて い たこ とを示 す文書が残 っ て い る．そ の
一

つ が東海村村松虚空蔵堂所蔵の文書で

あ る．こ の 文書は，元和 9年 （1623年〉に村松の 東方に住む百姓 17人が ，家屋が毎年砂 に 吹き埋め られ

るた め移住 を願い 出たもの で ある （佐藤 ， 1975）．移住後も製塩の 運上 金を一ヒ納する 旨の 記述が こ の 文

書にあ る こ とか ら，近世初頭まで村松東方の 海岸地域 にお い て 大規模な 製塩 が行わ れ て い た こ とになる ．

また ， ひた ちなか 市馬渡飛田喜久馬家所蔵文書に は，馬渡東方の 海岸域の 百姓 が 同じ く砂 の 害の ため移

住 を 申し出て 許され た こ とが記 されて い る．すなわち，千々乱風伝 説 の 伝わ る こ の 地域の 百姓が ，
一

度

で は な い に しろ段階的に で も，近世初頭に海岸部か ら内陸部へ 移住 して いた こ とが古文書か らうか が い

知る こ とが で きる の で あ る．

　東海村村松 白根遺跡は ，較正 年代 に して 16世紀か ら 17 世紀前半頃 ， すなわ ち戦国時代か ら近世初頭
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にか けての大規模な揚浜式製塩遺跡で あ る．また，東海村の 南に位置するひたちなか市で も沢 田遺跡 ・

長砂渚遺跡 とい う揚浜式の 製塩遺跡が 発見され て い る．東海村か らひ たちなか市にかかる 海岸地域でか

つ て 製塩が行なわ れて いた ことは確実で あり．そ れ らの 集落が村松虚空蔵堂所蔵文書や飛田喜久馬家所

蔵文書に見 られる集落で あ り ， さ らに，千々 乱風伝説が創作された も の で はなく，こ うした製塩 ・移住

と い う事実を もと にした物語で ある と考える こ とは十分可能で ある ．
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An  abduction  from  a  foIk tradition, an  archaeological  site

  and  radiocarbonages:  dating of  carbonaceous  samples

          excavated  at  the Muramatsu-shirane site,

                    Ibaragi prefecture, Japan

Oda  Hirotakai), MiuraTaichi2), Nakamura  [[bshioi)

1) Center fbr Chronological Research, Nagoya  UniversitM Nagoya,  Aichi, Japan

 2) High  Energy  Accelerator Research  Organization, Tsukuba,  Ibaragi, Japan

We  measured  radiocarbon  ages  of  carbonaceous  samples  exeavated  from  the  Muramatsu-shirane

site, Ibaragi Prefecture, Japan. The  coastal  region  has  a  fblk tradition  called  thijlr'7:ampu."dellsetsu.

It relates  that a  heavy storm  persisted for 75 days had  buried three  villages  under  the  sand  in

AD1616. The calibrated  radiocarbon  ages  indicated･ from the late 15th  to the early  17th century  The

results  of  dating, archaeological  excavation  and  paleographical investigation on  an  ancient

document  preserved in Mui:amatsukokuzodb  suggested  that  the  site  had  been a  model  ofthe  village

in the tradition.
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